
   Shim
ada

162013-11　

島田市民病院の現状と課題❸　問政策推進課 ☎ 36-7191

私たちの市民病院
島田市民病院（以下、市民病院）は、昭和54年に現在地で開院してから
34年が経過し、施設が老朽化しています。市民病院は、さまざまな増改
築や補修などで維持しながら、市内の唯一の病院（20床以上を有する医
療法上の病院）として、私たちの生活を支えています。今回は市民病院の
施設について、これまでの変遷と現状をお知らせします。

現在の診療を継続しながら、市民病院の耐震化、
老朽化、医療環境の変化へ対応する大規模修繕
を行うことは、現実的には困難です。市民に安全・
安心な医療を提供するためには、新病院の建設
が必要です。

年月日 増改築の内容 病床数 延床面積（㎡）

昭和 53 年 ①移転新設工事 398 床 14,417.30

54 年 　新病院開院

56 年 ② 2 階南側病棟増設
工事（現在医局） 490 床 1,760.27

63 年 ③東館増設・本館改
修、耐震補強工事 760 床 13,601.76

平成　3 年 ④診療放射線棟増築 559.94

6 年 　待合ホール等改築 60.29

11 年 　旧隔離病棟 732 床 675.30

12 年 　 外来部門棟改修 596.57

12 年 　 健診センター建設 1,225.97

17 年 ⑥救急センター建設 2,052.22

17 年 　病棟改修 550 床

18 年 　眼科外来拡張 49.67

21 年 536床

計 34,999.29

市民病院増改築工事の変遷
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市
民
病
院
は
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

▼
市
民
病
院
は
現
在
、
開
院
か
ら
本

館
が
34
年
、
東
館
が
25
年
経
過
し
、

電
気
・
給
排
水
・
冷
暖
房
な
ど
の
設

備
や
雨
漏
り
の
補
修
を
繰
り
返
し
て

き
て
い
ま
す
。

◉
雨
漏
り

　

壁
の
ク
ラ
ッ
ク
や
防
水
シ
ー
ト
の

劣
化
に
よ
り
、
病
棟
な
ど
各
所
で
雨

漏
り
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
都

度
、
止
水
処
理
を
し
て
い
ま
す
が
、

繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
状
況
で

す
。
東
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
な

ど
、
常
に
吸
水
マ
ッ
ト
を
敷
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。

◉
設
備
や
配
管
の
劣
化

　

排
水
処
理
施
設
は
、
建
設
か
ら
34

年
が
経
過
し
、
配
管
な
ど
の
劣
化
が

激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
随
時
、
修

繕
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
既
に
製
造

中
止
と
な
っ
た
部
品
も
あ
り
故
障
し

た
場
合
は
、
大
規
模
な
改
修
工
事
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
浄
化

槽
か
ら
発
生
す
る
ガ
ス
が
、
建
物
や

電
気
配
線
の
劣
化
を
早
め
て
い
ま

す
。
万
が
一
、
排
水
処
理
施
設
が
使

用
で
き
な
く
な
る
と
、
ト
イ
レ
や
手

洗
い
場
な
ど
が
使
え
な
く
な
り
、
多

く
の
患
者
さ
ん
に
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
配
水
管
に
つ
い
て
も
、
経

年
劣
化
に
よ
る
錆さ
び

や
汚
れ
が
著
し
い

箇
所
が
あ
り
ま
す
。
洗
浄
や
改
修
な

ど
、
早
期
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

病
院
全
て
の
配
管
を
調
査
・
改
修
す

る
に
は
医
療
業
務
を
休
止
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、
実
施
は
困
難
で
す
。

社
会
・
医
療
環
境
の
変
化
へ
の

対
応
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

▼
建
設
当
時
は
問
題
な
か
っ
た
も
の

の
、
社
会
・
医
療
環
境
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
現
状
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
て
い
な
い
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
遅
れ
に
よ

り
、
ト
イ
レ
入
り
口
な
ど
の
段

差
が
解
消
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

②
病
室
は
１
部
屋
４
人
室
が
一
般
的

で
す
が
、
東
館
で
は
１
部
屋
６

人
室
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

③
検
査
機
器
な
ど
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
熱
の
発
生
に
、
空
調
設
備

が
十
分
に
対
応
で
き
ず
、
職
場

環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

④
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
非
常
時

に
は
通
常
時
の
６
割
程
度
の
自

家
発
電
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
現
状
の
発
電
設
備
で
は
４

割
程
度
し
か
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
施
設
の

維
持
管
理
が
困
難
に
な
る
前
に
、
新

病
院
の
建
設
が
必
要
な
の
で
す
。

―
　

新
病
院
建
設
に
向
け
た
、
今
後
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
号

の
広
報
し
ま
だ
で
お
伝
え
し
て
い
く

予
定
で
す
。

 

今
回
の
ト
ピ
ッ
ク
ス 

物
が
建
築
基
準
法
上
の
基
準
を
満

た
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
静
岡
県
が
独
自
に
定
め

た
東
海
地
震
を
想
定
し
た
場
合

の
、
公
共
建
築
物
の
耐
震
性
能
の

判
定
基
準
で
す
が
、
本
館
は
「
耐

震
性
能
が
や
や
劣
る
建
物
」
で
あ

り
、「
倒
壊
す
る
危
険
性
は
低
い

が
、
か
な
り
の
被
害
を
受
け
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
」
と
判
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
大
規

模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
病

院
機
能
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る

心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能

を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
災
害

に
強
い
新
病
院
の
建
設
が
必
要
だ

と
い
え
ま
す
。

大
規
模
地
震
災
害
発
生
時
に

市
民
病
院
の
耐
震
性
は
大

丈
夫
か
？

　
建
物
の
性
能
に
つ
い
て
は
、
①

建
築
基
準
法
上
の
基
準
と
、
②
静

岡
県
が
東
海
地
震
を
想
定
し
た
場

合
に
定
め
た
基
準
で
判
定
し
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
、
建
築
基
準
法
上
の
基
準

で
す
が
、
現
在
の
耐
震
基
準
（
新

耐
震
基
準
）
は
昭
和
56
年
の
改
正

時
に
大
き
く
見
直
さ
れ
た
も
の
で

す
。
市
民
病
院
の
建
物
の
う
ち
、

本
館
（
一
部
増
築
分
を
含
む
）
は

昭
和
56
年
以
前
の
基
準
で
建
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
耐
震
補
強
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
は
全
て
の
建

排水処理施設

トイレ入り口の段差

旧
耐
震
基
準

昭和 23 年
福井地震

昭和 43 年
十勝沖地震

昭和 53 年
宮城県沖地震

平成 7年
阪神・淡路

大震災

平成 23 年
東日本大震災

本館建設
本館一部増築

東館増築・本館耐震補強
診療放射線棟増築

健診センター建設

救急センター建設

地
震
に
よ
る
被
害
甚
大

地
震
に
よ
る
被
害
比
較
的
小
さ
い

新
耐
震
基
準

昭和 56年

市民病院施設建築の変遷と耐震基準

吸水マットによる対応

吸水マット


